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■第４回エコ改修検討会 講義録－３

○鈴木先生北谷先生の講座：「自然エネルギーの活用」

環境系の講座をやってきた今までのおさ

らいと、黒松内中学校の色々を考えた時の

「こんなことはやったら良いんじゃないか

な」という事のお話をさせて頂きます。い

くつか私たちの私見に基づいて話している

部分もありますので、そこらは皆さんの良

識で、お考え頂きたいと思います。

今日は自然エネルギーの活用ということ

で、その自然エネルギーとは何なのだろう

かという話をさせて頂きます。でも、最後

は自然エネルギーにとどまらず、結局建物

ってちゃんと作らないとだめだよねという

お話にたぶんなると思います。

一般論としまして、自然エネルギーとい

うと、例えばここに書かれているようなこ

とが良く挙げられます。この講座の前半は

これらの自然エネルギーについて、例えば

黒松内に適応した場合にどんなことになる

のか、現実的なんだろうか、そうでもない

んだろうかという話をしていきたいと思い

ます。単に事例の紹介というのではなく、

現実的な方向で、これらの技術についてず

ばっずばっと斬っていきたいと思います。

自然エネルギーの利用というのは、一般

的に「新エネルギー」と言うジャンルでよ

く呼ばれています。あるHPを参考にしたも

のですが、この「新エネルギー」には「自

然エネルギー」と呼ばれている、ここにあ

るような水力・地熱・太陽熱・太陽光・風

力・雪氷というもの、自然とリサイクルの

間の微妙なところではバイオマス、これは

、 、牛の糞尿の話もそうですが 例えば農作物

森林産業の廃棄物というものも該当しま

す。その他にゴミの類をどうするかと言う

問題、それから温度の差からエネルギーを

生み出すこともできますが、そういった元

々捨てていたエネルギーをどうやって、エ

ネルギーとして再利用するかといった問題

まで含めた広汎な概念が新エネルギーと呼

ばれる概念です。今日お話しする前半は、

この辺に対してどうやって考えたらいいの

かという点でお話ししたいと思います。

その前に、この学校がこんな形態である

という写真を見て頂きます。まず始めに太

陽光発電、太陽熱給湯みたいなことをちょ

っとお話しします。

このグラフは横軸に冬の日中平均日射量を

縦軸に冬以外の日中平均日射量をとったも

のです。冬も夏も平均日射量が多いところ

がこういう技術に適しています。例えば多

いところで言うと、帯広・釧路・根室・苫

小牧・浦河という所がこういう所に入りま

。 、す 黒松内はどの辺に入るかと言いますと

、 、この中にはないのですが こちらが水平面

こちらが垂直面です。なんで垂直面かと申

しますと、学校の窓の上下にかなり規則正

しい壁があります。北海道の場合、屋根面

に太陽光発電装置を入れると、本当は最適

角度が40度位なのに、雪の問題を考えると

60度にしなければならない、そこで効率が

がくっと落ちてしまうのです。それであま

り意味がない。一方でこういう平面の敷地

ですと、雪がたくさん降ります。そうする

と光がそこに反射して、この垂直面の日射

。 。が割と多くなるのです 雪の反射効果です

この腰壁あたりに太陽光発電の装置をつけ

ると案外馬鹿にならないようなエネルギー

になる可能性があるんじゃないかと言うこ

とで、こちらのグラフは垂直面に載せてい

ます。同じように冬の間、夏の間、それぞ

れの日中の平均日射量。先ほど言いました

帯広・釧路・根室・苫小牧・浦河というよ

、 。うな所は 垂直面もかなり恵まれた所です

役場の方にお聞きしましたところ、冬の間

の黒松内の天候というのは、噴火湾沿いの

気候と日本海側の気候を併せ持った気候で

あるということですので、とりあえず、こ

のデータでは長万部で、黒松内を考えてい

こうと思います。そうすると、なんと北海

道で一番、冬も夏も日射量が恵まれない地

域なのです。こういう所で太陽光発電や太

陽熱給湯をやったとしても、その他の地域

に比べるとコストパフォーマンスが悪いわ

けです。それを、こちら側に積雪期に雪の

反射を利用して、色んな事を総合的に勘案
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して、年間にどの位の発電量があるかとい

うのを縦軸にとって、こちら側の横軸は太

陽光発電にも結晶タイプと呼ばれるものと

アモルファスというタイプのものがありま

す。アモルファスというのは非常に便利な

素材で、鉄板の上に薄膜を乗せますので、

屋根材として施工することによって、太陽

光発電ができる、例えばミサワホームなど

でやっています。それに対して結晶タイプ

というのは屋根材を防水された仕上材とし

てつくり、その上に架台を組んで、パネル

として乗せるタイプです。ですからお金が

かかります。しかし、こちらの方がお金が

かかる分、たくさんエネルギーを蓄積でき

ます。この日本海沿岸、西胆振地区という

のが黒松内地区ですから、色んなタイプを

想定してみても、やはり相当発電量は落ち

てしまうわけです。

次のグラフは、それを「システム容量」

「 」 、と コスト という関係で見たものですが

これは札幌の計算ですが、これより３、４

割は落ちてしまうわけです。ですから今シ

ステム容量を20kWh位の発電容量を持つと

すると、大体20,000,000kWh位のお金がか

かってしまうのです(1kWh当たり1,000,000

円)。これが黒松内なら、もっと効率が悪

くなってきます。例えばその２千万位のコ

ストで、施工面積がどの位必要かというと

200㎡とか400㎡とか必要になってきます。

アモルファスの場合、結晶タイプの場合の

２倍位の施工面積が必要とされますが、い

ずれにせよ、基本的には太陽光発電、太陽

熱給湯というのが適した地域ではないとい

うことがこのグラフからわかります。

次に風力発電ですが、今ドイツやオラン

ダや北欧でも盛んです。クリーンエネルギ

ーの代表として、景観の保護とか、景観破

、 、壊であるとか 色々議論が起きていますが

これらもかなり増えているのが現状です。

ただ、風力発電というのは、発電量が多く

なってくると、例えば日本海側で導入され

ている大型風車もすべてそうですが、強風

の時には翼をたたまなくてはならないので

す。せっかく風に恵まれた地域なのに、発

電量が、それに見合う形で起きてないとい

うことです。というようなことから、電源

資源何とか公社のような所から、譲り受け

、 。た町は 今この運営に困っている状況です

で、このような大型風車を学校に持ち込む

というのは、はなからリアリティがありま

せん。風車というのはその他に色んな風車

があります。もっと小さな風車で、効率の

良い風車もあります。たとえばこちらの風

車は煙突みたいなサイズで、ドイツとか北

欧、ヨーロッパの方で、随分使われていま

す。これは風があんまり起きないので、周

辺に対しても騒音が生まれにくいという利

点があります。例えばこのシステムはDIY

のシステムで30万円なのですが、それでど

の位の発電量になるかというのがこちらの

。 、データです プロペラの直径が約１ｍ200

重量６㎏、これなら簡単に持ち上げること

もできる。でも12.5ｍの風速の時に400kWh

しか発電ができない。400kWhというと裸電

球で８個位のエネルギーです。風任せの街

頭の照明には使えるけれど、そうじゃない

所にはほとんど使えないということです。

一方で、これはこの前お見せしましたドイ

ツの風車ですけれど、エネルギーは何も生

み出せませんけれど、風で、この風車が回

ると、いかにもこのからくり人形が自分で

回しているようにくるくる廻るということ

で、エネルギーは生み出さないけれど、ほ

ほえみを生み出す風車です。私が何を言い

たいかというと、周辺に相当なアセスメン

トを犯す、大型風車というのはリアリティ

がないだろうということ、それよりも、風

の力というのを子供たちにどう知らせるか

というのために、小風量の風車を外構の照

明の一部に使うとか、そういうような風力

発電の考え方はあるが、メジャーではない

ということです。それよりはこちら側にあ

るような、子供達に喜びを生み出すような

風の利用を考えた方が、よっぽど教育的な

のではないかと思います。

【バイオマス】

一方でバイオマスの話になります。バイ

オマスというのはもともとの資源としては

森林資源です。黒松内にも、たくさんのブ
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ナの森とかがあります。この町がどんな森

林業を営んでいるかはちょっとわからない

のですが、もし、製材業があるなら、例え

ば下川町のようにですが、今もなお活性化

されている製材業があるなら、そこでたく

さんのゴミがでます。そのゴミを上手に燃

やす。それで発電なりの熱量を生かしてい

く。あるいは農産物のゴミを発酵させて燃

焼させるというようなものがある、これが

一般的に言われているバイオマスです。で

も、バイオマスをやるには、ここに巨大な

燃焼炉、ここに持ち込んで、ここで燃焼さ

せてエネルギーに変えるというような、蒸

気機関車を運転する機関士みたいな人が必

要です。学校でだれがやるのだろうか？と

いう話があって、たぶんこれもあまりリア

リティがないだろうという感じがします。

学校というのは病院のように、24時間ずっ

とエネルギーが必要な建物ではなく、エネ

ルギーの必要な時間が１日の３分の１位と

限られているので、使わない時間がある、

でも釜の火を消すわけに行かない、その時

にどこにエネルギーを供給したら良いのか

という話になります。多分、このバイオマ

スというのは、１単位の建物、特に学校な

どではちょっと難しいと思います。よくや

られているのはロードヒーティングです。

でも夏はどうするのかという問題がある。

結局こういうようなことというのは、１単

位の建物ではなくて、街区、もっと大きな

街の群としての地域熱供給みたいな考え方

をする必要があるのではないかと思いま

す。学校には機関士ははおりません。です

からこれもあまりリアリティがないと思い

ます。

それからこの前もお話ししましたが、こ

の牛の糞尿というのが、これから北海道で

も環境の保護という意味で非常に大事にな

ってくると思います。北海道というのは観

光が非常に大事な基幹産業です。道内では

牛や豚など色んなものを飼っていますが、

それぞれが１日に途方もない糞尿を出しま

す。この糞尿をうまく処理できないか、熱

量に変えられないかということが、畜産業

中心に今現在、色んな努力がなされていま

す。黒松内にも牛がたくさんいますので、

こういったものも何とかという話なのです

が、例えば学校の中にこういう堆肥舎を作

れるか、学校の中にこんなきれいなガラス

建築を作れるか、ではその管理を誰がする

のかという話があります。一方で最近の、

乳牛は大規模経営になって、放牧せずにつ

なぎ飼いします。そうすると動かないから

便秘になります。便秘にならないように下

剤をのませます。そうするとびちゃびちゃ

な糞尿が出ます。それを堆肥にするのは大

変なので液肥化という話があります。液肥

化するにはとてつもない地下構造物を作る

必要があって、とてつもないコストがかか

ります。ですからこういうものも、なかな

か利用できないだろうと思います。

【雪氷利用】

さて、雪氷利用という話も、例えば実際

に行われている例をみると、向こうは沼田

町、こちらは道東の町です。沼田町は雪を

夏の冷熱量に、こちらは氷を夏の冷熱量に

する例です。いずれも利用の宛先は、農業

用の貯蔵庫です。要は夏に冷房が必要な建

。 、物なのです 学校はどうだろうかというと

なかなかこういう利用も難しいという感じ

がします。一方雨水という話があります。

こちらは北海道の年間の降水量をみたグラ

フです。黒松内はこの辺なのですが、結構

雨の多い地域なのです。話に聞くと、毎年

６，７，８月は天気が悪くて、霧や雨が多

いんだということでした。多分そのころに

はたくさん雨が降るのだと思います。これ

はちょっと見づらいのですが、一番近いの

が倶知安とします。倶知安だと４月から11

月までの降水量が約１ｍです。札幌はこの

期間に降る降水量は75㎝です。学校の建物

の特徴は屋上が広いことです。ですから集

水器としての屋上がたくさんあって、その

屋上が2,500㎡あったとしたら、これは道

の教育庁のデータですが、札幌の場合だと

78㎥の水槽を持ったことになる。それは年

間の雨水の集水量の20日分位に相当するの

です。そうすると、もし外構に水をまくと

いうようなことがあって、それを上下水道
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を使ってやっていたとするならば、地下構

造物を作り、その中に雨水を貯めて利用し

ても結構収支は合うということになりま

す。黒松内中学校が、外構の緑化のために

上下水道を使っていたとするならば、こう

いう学校という形態を使った雨水利用とい

うのはまんざら悪い話ではないようです。

皆さんは黒松内中学校だけじゃなく、道内

各地のいろんな建物をつくるのだと思いま

す。今日は黒松内の話だけじゃなく、自分

の置かれている仕事の立場にも、今日の話

を生かして頂きたいと思います。

【１次エネルギーと２次エネルギー】

エネルギーには１次エネルギーと２次エ

ネルギーがあります。計算で求められるの

が暖房負荷です。その時にはどんな暖房器

具を使うか、どんなエネルギー源をを使う

か全く気にしないで、この位の建物がこの

位の室温になるなら、この位のエネルギー

がかかりますよという計算値です。例えば

実際に灯油で温水を沸かして、パネルや床

暖房で暖めるとしますと、100％熱を使う

ことはできません。例えば配管から20％熱

が逃げたり、ボイラーからも外に廃熱され

ます。ですから、この暖房負荷に見合った

1.何倍ぐらいのエネルギー量というのは別

に必要になるのです。一方で電気というの

は、配線で持って来てそこで発熱しますか

ら、配管の損失というのはないのです。と

ころが電気の場合は火力発電所、原子力発

、 、電所 水力発電所等で電気が作られますが

そのために必要なエネルギーというのは別

にかかります。これが２次エネルギーで、

こちら側が１次エネルギーと呼ばれていま

す。１次エネルギー同士で換算してきます

と、２次エネルギー要するに使っている本

当のエネルギー量としては似たり寄ったり

でも、地球的に見ると電気が供給されるこ

とによって、2.5倍エネルギーが余計にか

かっているということになります。ですか

ら、電気を主として動力を動かすような設

備、あるいは電気暖房を主体とする建物な

どは、こういう負荷が抑えられたからとい

って省エネになっている訳じゃなくて、実

際の運営エネルギーで、どこまで下げられ

るのかということが大事なところです。黒

松内中学校というのは実は電気で暖房され

ています。

さてもうひとつ、自然エネルギーの話で

す。北海道にはあちこちに雪が降ります。

春先になると融雪水として地表深くを流れ

ていきます。こういった冷熱源というのを

利用して、熱をくみ取って、建物本体にヒ

ートポンプを使って、それを上手に熱源と

して利用できないかというのが、地中熱利

用＋ヒートポンプの考え方です。こちらの

、 、地中熱利用というのは 世界的に見ますと

アメリカ、スウェーデン、ドイツ、ヨーロ

ッパ等色んな国でかなりの実績がありま

す。それに対して日本というのは、殆どや

られていないという現実があります。この

現実が何を意味するかというと、地下にパ

イプを埋める、掘削をするのに日本ではと

んでもないお金がかかるのです。北海道で

すとｍあたり１万くらいかかると言われて

います。通常ヒートポンプをするパイプは

100ｍ位のを何本か埋めますので、１本当

たり100万以上の配管及び掘削費がかかる

と言うことです。そうすると普通の建物で

は現実的ではなくなってしまうのです。で

も、今の時代、杭屋さんというのは暇な時

期もあるわけです。暇な時期に掘っておい

てよという風にやれば、あまりお金をかけ

ずにできると思うのです。そういうような

ことを黒松内中学校でやれれば、先程の電

気による１次エネルギーの増加というのを

少しでも抑えられるのではないかと思いま

す。この辺は地盤の状況とかも少し分析す

る必要がありますが、これらがやれれば、

まんざら悪い話ではないと思っています。

さて、黒松内中学校の運用エネルギーで

すが、平成15年16年、そんな大きな開きは

ありません。それを北海道内の小中学校の

中でどんな位置づけになるかというと、こ

の赤いポイントがそうなのですが、見るか

らにもっと寒い地方にある道東圏、道北圏

よりはエネルギーがかかっています。こう

いったものをどうやって省エネ化を図って

いくかといったときに重要なのが、建物の
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どういうところに、どういったエネルギー

がかかっているかをきちんと見極めること

だと思います。これは前にもお見せしまし

たが、学校というのは他の建物に比べて、

暖房にかかるエネルギーが非常に多い、次

いで照明・コンセントが多いということに

なっています。

さて暖房の話ですが、これもおさらいに

なりますが、学校というのは色んな用途空

間があるということで、その中で全ての所

で、全ての時間を暖める必要が本当にある

のかという問題、例えば冬休みを除く期間

は、普通教室は日中、ある程度の室温に暖

められてれば良いということ、残りの部分

というのは、使用頻度によって選べるよう

にしておけばいい、そんな風にやっていく

と、運用でエネルギーがかなり減らせる可

能性があるということです。それで、こち

ら側がコンクリートです。コンクリートの

外に断熱材を入れ、外装材をはるという絵

です。そうすると冬期間外気が寒い、室内

は暖かい、そうすると温度勾配はこのよう

になります。これが夕方から夜にかけて下

がろうとします。その時に躯体は暖まって

います。すなわち熱容量が増えますので、

その熱容量によって、下がった室温を上げ

ようとする、これが外断熱のメカニズムで

す。一方、外断熱とかなり似た技術なので

すが、外装材をガラスにする。断熱材を光

が透過するようにする。するとどうなるか

というと、日中太陽が出てるときには光が

透過しますから、躯体を太陽が暖める、そ

うすると、躯体の温度は先程の外断熱の建

物よりもっと高いものにできる、で、日中

は壁面が暖房器具になる。という考え方が

実はウォールヒーティングという考え方で

す。この考え方は、ドイツとかヨーロッパ

で随分実績がありまして、このような例が

あります。ガラスのジョイントは長期的に

防水が確保できるようにコーキングではな

くガスケット部材を使っています。水切り

。 、もきちんとする その上で中を見てみると

断熱材というのが光が通る断熱材になって

いるということです。従来の外断熱とは少

し違う発想になっていますが、こういうも

のを使っていくと今後どうなるかというの

が面白い、アドバンスド外断熱という風に

考えてもいいかもしれません。

北谷先生

【照明】

私の方からは、照明、太陽光の利用とい

うことにつきましてお話しします。先程鈴

木の方から学校のエネルギー消費の話があ

りましたが、こちらは道立高校のデータで

す。ひとつの学校でどの位の電気エネルギ

ーが使われているのかということを、色ん

な学校で調べています。横軸が学校の床面

積、縦軸が電気の消費量です。だいたい一

つの学校で１年間当たり、床面積当たり20

～30kWhの電気を使っていることがわかり

ました。その内訳を見ると、約６割が照明

に使われていることがわかりました。黒松

内中学校では暖房も電気でということだっ

たので一番多いのは暖房でしょうが、それ

以外の所にも目をむけますと、次に多いの

は照明だろうと思います。

学校の照明、採光のことを考えると、これ

が南側の教室だとしますと、昼間このよう

にたくさん太陽の光が入ってくるのです

が、実際にこのような状態なりますと、ま

ぶしい、暑いということになり、殆どの学

校ではカーテンを閉めてしまいます。そう

するとあまり光が入ってこないので、教室

の中では電気を点けるということが起こり

ます。そうした使われ方を別の使い方に変

えて行く、自然光を利用して、人工照明を

あまり使わないようにするにはどうしたら

。 、よいかということです ひとつの例ですが

例えばここにルーバーがあります。太陽光

が高い夏ですとこのように光が入ってくる

ので、直射光がルーバーに当たって、暑さ

をカットできます。ですからカーテンを閉

める頻度が減るかもしれません。しかし、

これでは冬などの低い太陽光の対策として

はちょっと弱いという状態です。次にこの

効果を高めるために、ここにあるルーバー

がもうちょっと低い位置にあったらどうだ

ろうかというのがこちらの図になります。

これだと低いところに直射光があたった時
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も遮ることができますし、低いところにあ

ると、この下の部分に太陽光があたるのも

カットできます。さらに、子供達に直射光

があたるのも、かなりカットできます、カ

ーテンを引く頻度もかなり減少すると思い

ます。では、この上の方はどうするかとい

うと、どんな天気の時もカーテンを閉めず

に採光を行う、直射光が当たることによる

暑さを解消しつつ、光を導入できるような

窓にできないかと考えます。例えば窓を少

し白く濁ったものにしておく、そうすると

光が入って来たときに、ダイレクトには入

ってこないで、色々な向きに拡散します。

色んな方向に向かって光が向かっていくの

で、暑さとかまぶしさといった不快感を押

さえることができます。また、もうひとつ

ここで、気をつけなければいけないのは、

、 、光の透過する全体量が落ちるので 窓面が

性能の悪い窓になってしまったり、断熱性

能の悪い壁みたいにな状態になってしまう

。 、ことです 考えられる方法の1つとしては

光的にはある程度光を取り入れつつ、そこ

そこの断熱性能を確保するような壁がここ

にある、という方法があります。

こちらが黒松内中学校の断面を表した図

です。南側、北側に教室があって光が入っ

て来ます。こちら側の方向、梁が逆梁にな

っていますので、窓の高いところから採光

できるということです。高いところから採

光できるということは、教室の奥側まで光

が届くという、採光上のメリットがありま

す。また、光庭が何カ所かあったと思うの

ですが、教室の場合一般的に、窓のそばは

明るいけれど、廊下側に近いところが暗く

なってしまって、そこが暗いから電気を点

けたくなってしまうのです。が、中庭とか

光庭とかいうものを利用しながら、なるべ

く部屋の奥側を明るくしていくというの

は、学校の一般教室の自然採光の照明を成

功させる重要なポイントになってきます。

ここの光庭の光をどうやって教室の中に取

り入れるにはどうしたらいいかということ

です。先程のように、全体の間仕切り壁を

なくしてしまう、ダイレクトに入ってくる

という方法もありますし、間仕切りのよう

な壁もありながら、それを光が透過する素

材を利用して、光は通す方法も考えられま

す。実際に光り庭のある学校の例ですが、

廊下と教室の間には間仕切り壁があるので

すが、その壁をなるべくガラスにして、教

室の奥側に光を取り入れようとした学校が

あります。下の特別教室ではかなり間仕切

り壁をガラスにすることができたのです

、 、が 普通教室ではガラスの部分が少なくて

殆ど普通の壁になってしまいました。これ

はどうしてかというと、学校の教室にはか

なりの面積の掲示板が必要になり、この学

校ではその課題をクリアすることができな

かったため、この程度の間仕切りになった

。 、訳です 特別教室ではうまくできたけれど

普通教室ではうまくいかなかったという事

例です。学校のこの辺の課題をクリアする

必要も、今後間仕切りを考える上で出てく

ると思います。

こちらは教室の中の照度をシミュレーシ

ョンで計算した例です。白い所はうんと明

るいところで、赤、緑、青の順に、廊下側

はちょっと暗くなっていくという状態で

す。廊下側からも採光するようになった時

には、片側採光では暗くなっていた、この

廊下側の部分の暗さが解消できたという、

ある学校を計画していたときの、シミュレ

ーション結果です。また、最初の段階にあ

る建物の計画も重要なのですが、照明を使

うときにどうやって使うかというのも重要

です。ある学校で、机の上の照度を色々測

ってきました。測定は、カーテンが閉まっ

ていたりあいていたり、照明がついていた

り消えていたり、という条件下で行ったの

ですが、廊下側の照明だけを点けた状態に

すると、もともとそこだけ暗かったのが解

消されたということもこの実験からわかり

ました。そういうことを考えますと、学校

にもよりますが、教室も廊下も１日中電気

を点けっぱなしの状態よりは、かなり電気

消費量は抑えられるのではないかと思いま

す。例えば教室の廊下側の部分だけは電気

を点けるようにして、廊下などの共用部分

は、窓からの採光を主に取り入れるように

するとかすると、消費電力量は大分違って
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くると思います。

先程光を透過する壁と言っていました

が、実際の建物でそういった壁が使われて

いた事例です。この部分なのですが、ここ

は光が外から入ってきているのですが白っ

ぽくなっているので外は見えなくて、ちょ

っと濁ったようになっているのです。この

壁は外装材と内装材がガラスでできてい

、 、て その間にちょっと濁ったように見える

光が透過するタイプの断熱材が入っている

というものです。まぶしくない程度に光が

入って来て、それなりに断熱性能もあると

いうものです。先程鈴木の方からウォール

ヒーティングという話が出ましたが、これ

の内側に蓄熱するための壁があればそれが

ウォールヒーティングなのですが、これは

部屋の中に光を透過する内装材として、採

光する断熱壁として使っているという事例

です。

－再び鈴木先生

これで、こちらの方スライドが変わりま

、 、して 冬期間の内外の温度差を使いながら

中の換気をどう行うかという話です。学校

とか一般建築では殆ど機械換気で、換気動

力が全体の６分の１になっている訳でし

て、そこの部分を上手に内外の温度差を使

いながら、換気できないかということで、

例えば外気を地下ピットを入れて、ダクト

で各教室に分配して、最後に排気筒で抜く

というようなことをやればということで

す。これは10間口を道立高校でやろうとし

た例です。10間口でやれば換気動力は40％

位は削減できるのではないかということで

。 。す パッシブ換気と言われているものです

この黒松内中学校の断面形態ですが、この

中庭を光が透過したり、風が抜けたり、冬

は換気の排気筒になったり、そういう風に

縦シャフトとして使うことができれば、な

かなか良い建物の素性というのがここにあ

るのではないかと感じております。

一通り話してきましたけれど、自然エネ

ルギーというのも単に、華々しい新エネル

ギーの他に、今までは地味な存在だった熱

・光・風といったもの、あるいは空気の持

つ温度差というもの、そういうことを上手

に利用していくことも自然エネルギーなん

だということ、そして新エネルギーの中に

は、補助金で持っているような新エネルギ

ーもたくさんあるという事実、日本はもう

補助金が出せない状態なので、なるたけ補

助金にゆだねることなく、建物のエコをど

うやってやっていくか、それから建物が既

に現存しているのですから、建物の形態を

上手に利用しながら、エコをどうやって実

現していくのかというのが、今までの課題

であるし、これからの課題でもあります。

その辺のことをよく考えながら今後ご検討

して頂ければと思います。

どうもありがとうございました。


